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　議員

問　避難先の割り振り
見直しの現状は

答 一人当たり３㎡、不足を県が調整

て
、
原
発
へ
の
武
力
攻
撃

を
想
定
し
な
い
新
規
制
基

準
の
安
全
対
策
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答

原
子
力
施
設
へ
の
武

力
攻
撃
は
国
際
法
違
反
。

規
制
委
員
会
の
委
員
長
は

武
力
攻
撃
に
対
す
る
備
え

を
規
制
要
求
に
加
え
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
と
発

言
。
全
原
協
を
通
じ
て
原

発
の
防
護
対
策
の
再
検
証

と
方
針
の
明
確
化
、
防
護

対
策
の
強
化
を
国
に
要
望

し
て
い
る
。
主
権
侵
害
が

自
ら
の
国
益
を
毀
損
す
る

と
い
う
国
際
社
会
で
の
認

識
の
確
立
が
最
大
の
抑
止

力
。
国
が
外
交
で
毅
然
と

対
処
す
る
こ
と
が
重
要
。

問

避
難
計
画
、
県
は
避

難
先
の
割
り
振
り
を
見
直

し
て
い
る
が
、
今
後
は
。

答

県
は
間
仕
切
り
の
確

保
を
前
提
に
一
人
当
た
り

３
㎡
以
上
（
４
㎡
に
２
人

滞
在
し
、
ほ
か
に
通
路
等

を
確
保
）
と
す
る
方
針
。

現
在
の
避
難
先
で
は
全
村

民
の
受
け
入
れ
は
困
難
で

新
た
な
避
難
先
が
県
か
ら

割
り
振
ら
れ
る
と
認
識
。

問

原
発
へ
の
攻
撃
に
対

し
て
村
の
見
解
は

答

原
子
力
施
設
へ
の
攻

撃
は
国
際
法
違
反

問

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
発

が
攻
撃
さ
れ
た
。
村
と
し

避難所を地図で確認する家族

光風会

恵
え

利
り

　いつ 議員

問　総合相談支援課の体制は
答 福祉の困りごとをワンストップで

受
け
止
め
、
包
括
的
な
支

援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や

関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
業
務

を
行
っ
て
い
く
。

問

漏
れ
の
な
い
支
援
に

つ
な
が
る
こ
と
は
、
住
民

と
し
て
も
心
強
い
。
一
方

で
、
現
在
「
な
ご
み
」
に

あ
る
窓
口
が
「
絆
」
へ
移

転
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
の
場
、
会

議
室
が
一
部
失
わ
れ
る
こ

と
に
。
村
は
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
る

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
配
慮
に
欠
け
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。

答

新
た
な
会
議
室
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
今
後
全

庁
的
に
検
討
を
進
め
る
。

問

「
総
合
相
談
支
援
課
」

が
設
置
さ
れ
た
。
組
織
改

編
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
相
談
体
制
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
新

た
な
体
制
で
の
業
務
内
容

と
は
。

答

福
祉
に
関
す
る
相
談

に
対
し
て
各
窓
口
で
丁
寧

に
対
応
し
、
関
係
課
が
連

携
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
、

近
年
住
民
の
困
り
ご
と
は

複
雑
化
・
複
合
化
し
て
お

り
、
制
度
の
は
ざ
ま
で
必

要
な
支
援
が
届
か
な
い
方

が
増
え
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
、
総
合
相
談
支
援
課

は
分
野
を
問
わ
な
い
相
談

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で

窓口は11月まで「なごみ」、その後「絆」へ
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